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により 1，2ー ピスシロキシアルケンが一段階の反応で得られることを明らかにしている O
???
結論で は, 本研究の結果を総括すると ともに , 見出され た新 し い 触媒反応の 有機 ケイ素化学, 触媒
化学わよび有機合成化学 に おける意義を述 べ て い る｡
論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は ヒ ドロ シラ ンと 一 酸化炭素をオ レ フ ィ ン をど に 同時に反応 させ , 炭素数の 増加した シリ ル
誘導体を合成する全く新しい触媒反応の 開発を提示 したもの である ｡ すを わち, ヒ ド ロ シ ラ ン と 一 酸
化炭素とオ レ フ ィ ン と の 反応 には コ バ ル トカ ル ポ ニ ル が最も効果的で ある ことを見出し, こ の 新し い
触媒反応に よりオ レ フ ィ ン より炭素数の 一 個多 い ユ ノ ー ル シ リ ル エ ー テ ル類を 一 段で合成する こと に
成功 して い る ｡
さら に , 反応基質として環状 エ ー テ ル類お よびア ル デ ヒ ド類と の反応 に つ い て検討を加 え, それ ぞ
れ シ ロ キ シ ァ ル デ ヒ ド類お よび 1,2 - ビ ス シ ロ キ シ ァ ル ケ ン類を与える こ とを見出すとともに , 本反
応が これらの 合成法と して極 めて有用である ことを示 して い る ｡ ま た , こ れら新反応 に つ い て の反応
過程を追求し, い ずれも触媒活性種は シリ ル コ バ ル トカ ル ポ ニ ル であり , ケイ素と酸素の親和性を駆
動力として反応が生起するもの である ことを明らか に して い る｡
以上 の ように本論文は ヒ ド ロ シ ラ ン と 一 酸化炭素を用 い る応用の 広 い 新触媒反応を明らか に し, こ
れを用 い る種 々 の 合成反応を確立したもの であり, 触媒化学 および有機合成化学上寄与すると ころが
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